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研究開発の目的・内容

現状の成果① 最終目標

現状の成果②

（1）点検・モニタリング・診断技術の研究開発

レーザーを活用した高性能・非破壊劣化
インフラ診断技術の研究開発4

研 究 責 任 者 （国研）理化学研究所 光量子工学研究領域 領域長　緑川克美
共同研究グループ （国研）量研機構、（国研）原子力機構、（公財）レーザー総研

社会実装に向けたビジネススキーム

トンネルコンクリート内部の検査の遠隔・高速化を行います

レーザーを用いてコンクリート表面の3次元形状計測と脆弱部除去をおこないます


